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２月３日（金 ）に那智山への 世界遺産フィー ルドワー
ク を実施しまし た。ユネスコス クールに加盟し ている本
校 は、総合的な 学習の時間など に、地域の世界 遺産を題

材 にした学習を 行っています。 １年生は、９月 に続き、
今 年度２回目の 取組になります 。

最初に那智大 社の駐車場から 熊野那智大社・ 青岸渡寺

ま での大門坂を 歩きました。運 良く境内では豆 まきと弓
取 りが行われて おり、年に１回 の珍しい神事を 見ること

が できました。
以下は、参加 した生徒の感想 文です。

● 身近な場所だ けど知らないこ とや行ったこと のない場

所 があって、新 しい発見があっ た。大門坂は登 るのが大
変 だったけど、 なにかパワーが ある気がした。 登ってい

る 時に特に気付 いたけど、階段 の段差が一段一 段違って
い て、昔からあ る場所なんだな と感じることが できた。
道 の両端には大 きな杉の木がた くさん並んでい て、すご

く きれいな景色 だった。上から 景色を見た時、 登りきっ
た という達成感 があった。那智 大社には色々な 人がいて

、 外国の人も多 くて、たくさん の人が訪れてい る場所な
ん だと思った。 クラスみんなで 行けたことがす ごく良い
思 い出になった し、勉強になっ た。●前回は部 活で行け

な かったので、 今回は行くこと ができて嬉しか った。那
智 の滝は特に楽 しみだった。生 まれて初めての 滝は迫力
が あり、素晴ら しいものだった 。水が落ちてく る音と、

水 が岩にぶつか りはじける音が 混ざり合った音 はきれい
で 面白く、ずっ と見とけるなあ と見とれていた ら、危う

く みんなにおい ていかれそうに なった。大門坂 について
は 、とにかく階 段がきつかった 。しかし意外と 登ること
が できたのは、 墓地の階段のよ うなものと違っ て、不規

則 な石造りと、 まわりの飽きの こない木々の風 景が気を
紛 れさせてくれ たからだと思う 。きのこがはえ ていなか

っ たのが残念で ある。●私は、 あまり那智山に 行ったこ
と がありません でした。３年降 りくらいの那智 山でした
。 あらためて登 って感じたこと は、自然の美し さと生命

力 です。大門坂 の入口すぐの夫 婦杉の大きさと 迫力には
見 とれました。 また、あんな近 くまで滝のそば に行った
こ とがなかった ので、迫力がす ごかったです。 滝の水は

透 明で、きれい でした。自由時 間には、アビリ ッジでた
く さん笑いまし た。みんなで笑 いすぎている写 真の顔が

事 故画すぎて、 とても笑いまし た。（中略）今 回のフィ
ー ルドワークで は、自然の美し さと生命力にあ らためて
魅 力を感じ、い い思い出ができ ました。

１ ６ 日 (木 )に 古 座 校 舎 校 内 マ ラ ソ ン 大 会 が 開 催 さ れ ま

し た 。 コ ー ス は 男 子 約 １ ０ ㎞ （ JR 姫 駅 前 往 復 ）、 女 子

約 ６ ㎞ （ ホ テ ル サ ブ マ リ ン 前 往 復 ） で １ ・ ２ 年 生 計 ６

４ 名 が 参 加 し ま し た 。 上 位 入 賞 者 は 以 下 の と お り で す 。

男 子 女 子

１ 位 大 屋 辰 介 31 分 29 秒 北 希 望 20 分 43 秒

２ 位 森 涼 31 分 39 秒 岩 下 海 久 21 分 21 秒

３ 位 柴 田 颯 斗 32 分 19 秒 菊 池 実 奈 23 分 52 秒

４ 位 関 戸 翔 大 33 分 19 秒 谷 本 陽 菜 24 分 21 秒

５ 位 森 川 凱 斗 33 分 33 秒 大 芝 柚 乃 24 分 33 秒

参 加 者 全 員 が 規 定 時 間 内 で 走 り 終 え る こ と が で き ま し

た 。 上 位 入 賞 者 の 頑 張 り を 讃 え る の は も ち ろ ん で す が 、

表 彰 式 で の 校 長 先 生 の 話 に あ っ た よ う に 、「（ 遅 れ た 走 者

を 迎 え に 行 く な ど ） み ん な で 頑 張 れ た こ と 」 も 、 大 い に

評 価 で き る こ と だ と 思 い ま す 。 ま た 、 女 子 最 後 尾 の 走 者

も 一 度 も 歩 く こ と な く 完 走 し た と の こ と で 、 こ れ も 大 い

に 讃 え ら れ る べ き こ と だ と 思 い ま す 。

今 回 も 、 保 護 者 の 皆 様 や 串 本 校 舎 の 先 生 に お 手 伝 い い

た だ き ま し た 。 ま た 、 沿 道 で は 近 所 の 方 か ら 声 援 を 頂 き

ま し た 。 み な さ ま 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

３ 月 １ 日 （ 水 ） 卒 業 式 （ 午 後 １ 時 ３ ０ 分 よ り ）

３ 日（ 金 ） 学年 末 考査 終 了
９ 日・ １ ０日 家 庭 学習

２ ０ 日（ 月 ） 春分 の 日

２ ４ 日 （ 金 ） 終 業 式

２ 月 ２ 日 （ 木 ） に 新 宮 保

健 所 の 担 当 者 か ら 講 演 を 頂

き ま し た 。 毎 年 こ の 講 演 会

を 実 施 し て い ま す が 、 い つ

も 薬 物 乱 用 に 恐 怖 を 感 じ ま

す 。 感 想 文 に も 、「 １ 回 で

も 試 し て し ま う と 抜 け 出 せ

な く な る 。 薬 物 に ゆ る が な

い Ｎ Ｏ と 言 え る 人 間 に な ら

な い と い け な い 」、「 薬 物 を 乱 用 す る と 人 生 終 わ っ た と 考

え て も 良 い と 思 っ た 」、「 毎 年 講 演 を 聴 く け ど 、 あ ら た め

て 怖 い も の だ と 思 っ た 」、「 和 歌 山 で の 薬 物 事 案 検 挙 率 が

全 国 第 ４ 位 と い う の に 驚 い た 」な ど と 書 か れ て い ま し た 。

い つ ま で も 、 そ の 怖 さ を 忘 れ ず に い て 下 さ い 。

「 冬 来 た り な ば 春 遠 か ら じ 」 は イ ギ リ ス の 詩 人 シ ェ リ

ー の「 西 風 に 寄 せ る 歌 」の 一 節「 If winter comes, can spring be far

behind?」に 基 づ く も の で 、「 遠 か ら じ 」は 、文 語 形 容 詞「 遠

し 」 の 未 然 形 ＋ 文 語 の 打 ち 消 し 推 量 の 助 動 詞 「 じ 」 で 、

遠 く は な い だ ろ う と い う 意 味 だ そ う で す 。

そ の 言 葉 の と お り 、 体 育 館 の 横 の ヒ カ ン ザ ク ラ が 緋 色

の 花 を 咲 か せ て い ま す 。（ 残

念 な が ら 、 卒 業 式 を 待 っ て

く れ ま せ ん で し た 笑 ） あ

ち こ ち に 咲 く 梅 も 満 開 で

す 。

ソ メ イ ヨ シ ノ も 蕾 を ふ く

ら ま せ 、 春 本 番 を 待 っ て い

ま す 。


